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1. は じ め に
5 - 2 プ ロ ジ ェ ク ト の 研 究 成 果 は 、 「 持 続 可 能 性 J や 「 持 続 可 能 な 発 展 」 を 可 能
に す る よ う な 土 地 利 用 方 法 の 基 礎 を 提 示 す る こ と が 期 待 さ れ て い る 。 一 方 、 本
稿 の 筆 者 は 、 「 持 続 可 能 な 発 展 j の 実 現 に 向 け て 、 制 御 理 論 を 応 用 し て 人 間 活 動
を 適 正 制 御 す る 方 法 を 研 究 し て い る 。 本 稿 で は 、 こ の 制 御 理 論 の 応 用 と い う 視
点 か ら 、 5 - 2 プ ロ ジ ェ ク ト の 意 義 を 考 察 す る 。
2. 環 境 問 題 の 総 合 的 解 決 と 制 御 理 論
筆 者 は 、 環 境 問 題 の 総 合 的 解 決 を 目 指 し て 「 環 境 学 」 に 取 り 組 ん で い る 。 環
境 学 の 定 義 と し て は 、 「 地 球 環 境 の 有 限 性 に 立 脚 し て 、 人 間 が 、 そ の 活 動 を 適 正
状 態 に 制 御 す る こ と を 目 的 と し て 構 築 さ れ る 学 問 体 系 J ( 藤 平 ， 1999，  p.304) と
し た 。 こ の 定 義 に 従 え ば 、 環 境 問 題 を 総 合 的 に 解 決 す る に は 、 人 間 活 動 を 適 切
に “ 制 御 " し な け れ ば な ら な い 。 そ こ で 、 「 シ ス テ ム 制 御 工 学 J と い う “ 制 御 " を 専
門 に 扱 う 学 問 の 応 用 を 着 想 し た の で あ る 。
シ ス テ ム 制 御 工 学 の 特 徴 は 、 制 御 に 関 係 す る あ ら ゆ る 領 域 に 応 用 で き る こ と
で あ る 。 実 際 、 機 械 工 学 や 電 気 工 学 な ど の 工 学 だ け で な く 、 経 済 学 や 医 学 、 農
学 な ど 幅 広 い 領 域 で 応 用 さ れ て い る 。 よ っ て 、 人 間 活 動 を 適 正 制 御 す る と い う
課 題 に も 応 用 で き る 。
シ ス テ ム 制 御 工 学 を 応 用 し て 課 題 に 取 り 組 む に は 、 ま ず 、 「 制 御 対 象 J 、 「 制 御
量 J ( 制 御 し た い 量 ) 、 「 制 御 目 的 J を 特 定 す る 必 要 が あ る 。 環 境 問 題 の 総 合 的 解
決 に 応 用 す る 場 合 、 上 記 の 要 素 は 次 の よ う に 特 定 で き る ( 藤 平 ， 2004 a) 。 環 境 問
題 は 人 間 活 動 に 起 因 し て 発 生 す る の で 、 制 御 対 象 は 「 人 間 活 動 J に な る 。 個 人
や 家 庭 、 企 業 な ど を 主 体 と し た さ ま ざ ま な 単 位 の 人 間 活 動 を 想 定 で き る 。 人 間
活 動 に 属 す る 変 数 の な か で も 、 環 境 と の か か わ り に お い て 制 御 す べ き 量 が 制 御
量 と な る 。 そ れ ら の 中 で も 重 要 な 要 素 と し て 、 「 水 J r食 料 J r製 品 J rエ ネ ル ギ
ー J r情 報 J r金 銭 J r土 地 利 用 J r人 口 J の 8 つ を 抽 出 し た 。 制 御 目 的 は 「 人 間
活 動 全 体 の 安 定 化 J ( 次 章 参 照 ) と し た 。 制 御 対 象 ・ 制 御 量 ・ 制 御 目 的 が 決 ま れ
ば 、 セ ン サ ー で 測 ら れ た 制 御 量 の 測 定 値 と 、 制 御 目 的 か ら 導 き 出 さ れ た 目 標 値
と が 比 較 さ れ る 。 そ の う え で 、 測 定 値 と 目 標 値 の 差 を 解 消 す る よ う に 「 制 御 器 」
( 制 御 の 方 策 ) を 設 計 ・ 実 行 す る 。 図 1 は 、 以 上 の 要 素 を 組 み 合 せ た 制 御 系 を





























人 間 科 学
図 2 人 間 活 動 全 体 の 安 定 モ デ ル
全 人 類 の 長 期 的 な 幸 福
健 康 ・ 安 全 ・ 相 互 扶 助 ・ 自 己 実 現
経 済 的 安 定 ・ 社 会 的 安 定
生 存 環 境 の 安 定 ・ 必 要 物 資 の 安 定 供 給
地 疎 環 境 保 全 ・ 天 然 資 源 の 持 続 的 利 用
有 限 の 地 球 環 頃 ・ 天 然 資 源
( 藤 平 ， 2 ∞4 b) p . 1 3 6， 図 4 を 一 部 改 変 .
( 目 標 値 )
安 定 的 な 土 地 利 用
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制 御 対 集
図 3 r土 地 利 用 の 適 正 制 御 j の 制 御 系
4.5・ 2 プ ロ ジ ェ ク ト と 制 御 理 論
(1) 土 地 利 用 の 目 標 値
( 制 御 量 )
土 地 利 用
5・ 2 プ ロ ジ 、 エ ク ト の 研 究 内 容 を 制 御 理 論 の 応 用 と い う 視 点 か ら 捉 え る と 、 そ の
制 御 系 は 図 3 の よ う に な る 。 本 フ ロ ジ ェ ク ト で は 、 制 御 対 象 と な る 人 間 活 動 は
特 定 さ れ な い 。 人 間 活 動 を 適 正 制 御 す る た め の 制 御 器 を 考 案 す る こ と も 研 究 対
象 に 含 ま れ な い 。 制 御 量 は 、 森 林 伐 採 や 酪 農 活 動 の よ う な 土 地 利 用 に か か わ る

























表 1 土 地 利 用 区 分 別 の 人 間 と 環 境 と の 関 係
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I :ttt!!~IJ JfI(l)~.1 > I ・説明土地利用の影響 ノ|・設問
自然科学研究者
?↓ ~ 住民(回答者)




る 。 た と え ば 、 住 民 は 、 森 林 伐 採 に よ る 水 や 大 気 成 分 の 変 化 を 自 ら の 五 感 で は
十 分 に 認 識 で き ず 、 質 問 票 に 盛 り 込 ま れ た 研 究 成 果 の 情 報 に 接 す る こ と で 知 る 。
一 方 、 住 民 の 役 割 で 重 要 な の は 、 研 究 者 側 が 苦 手 と す る 「 尺 度 の 異 な る 複 数 の
価 値 の 総 合 J で あ る 。 た と え ば 森 林 伐 採 の 場 合 、 そ の 影 響 は 生 存 環 境 で あ る 大
気 や 水 や 土 壌 に 及 ぶ だ け で な く 、 木 材 の 生 産 ・ 供 給 や 余 暇 活 動 な ど に も 影 響 す
る 。 こ れ ら 尺 度 の 異 な る 諸 影 響 を 総 合 し て 当 該 森 林 伐 採 に 対 す る 評 価 を 下 す こ
と は 、 研 究 者 に は 難 し い 。 こ れ に 対 し て 、 ア ン ケ ー ト に 回 答 す る 住 民 は 、 尺 度
の 異 な る 複 数 の 影 響 を 総 合 し て 土 地 利 用 に 対 す る 見 解 を 表 明 す る 。 研 究 者 は 、
住 民 の 見 解 を 統 計 的 に 解 析 す る こ と で 、 当 該 土 地 利 用 に 対 す る 評 価 を 得 る こ と
が で き る 。
6. 安 定 的 な 土 地 利 用 を め ざ し て
本 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 前 章 で 示 し た よ う な 2 段 階 の 連 携 に よ っ て 、 土 地 利 用
に 対 す る 評 価 が 可 能 と な る 。 そ の う え で 、 次 の よ う な 工 夫 を す る こ と で 、 「 安 定
的 な 土 地 利 用 」 の た め の 基 礎 を 提 示 し う る と 考 え ら れ る 。
第 1 は 、 「 土 地 利 用 の 影 響 J で 取 り 上 げ る 要 素 の バ ラ ン ス を 考 慮 す る こ と で あ
る 。 住 民 ( 回 答 者 ) が 表 明 す る 「 土 地 利 用 へ の 見 解 」 は 、 ア ン ケ ー ト の 説 明 ・
設 問 に 左 右 さ れ る 。 た と え ば 、 森 林 伐 採 の 影 響 の う ち 水 質 変 化 が 重 点 的 に 取 り
上 げ ら れ れ ば 、 住 民 の 回 答 も 水 質 を 重 視 し た 見 解 に 偏 る も の と 予 測 さ れ る 。 よ
っ て 、 ア ン ケ ー ト に 盛 り 込 む 「 土 地 利 用 の 影 響 」 の 範 囲 は 、 影 響 間 の ト レ ー ド
オ フ も 考 慮 し つ つ バ ラ ン ス の と れ た 選 択 を す る こ と が 求 め ら れ る 。
第 2 は 、 地 理 情 報 シ ス テ ム (GIS) の 活 用 で あ る 。 GIS は 、 空 間 に 分 布 す る 多
様 な 情 報 を 記 録 ・ 分 析 ・ 表 示 で き る と と も に 、 デ ー タ の 更 新 も 容 易 で あ る 。 そ
の た め 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト で も 土 地 利 用 の 影 響 を 情 報 化 す る 際 に GIS が 利 用 さ れ
る が 、 ア ン ケ ー ト の 中 で も こ の GIS が 活 用 さ れ る こ と が 望 ま れ る 。 21 世 紀 に 土
地 利 用 に か か わ る 問 題 、 さ ら に は 地 球 環 境 問 題 の 解 決 を 目 指 す と き 、 問 題 解 決
に か か わ る 住 民 が 、 鳥 眼 的 な 視 点 を 共 有 す る こ と が 欠 か せ な い 。 よ っ て 、 多 様
な 地 理 情 報 を 鳥 撒 的 に 表 示 す る GIS を ア ン ケ ー ト に 取 り 入 れ れ ば 、 安 定 的 な 土
地 利 用 に つ な が る よ う な 見 解 を 住 民 か ら 引 き 出 す こ と が 期 待 で き る 。 な お 、 こ
こ で 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト で 想 定 さ れ る 制 御 系 ( 図 3) に 立 ち 戻 れ ば 、 GIS が 制 御 系
の セ ン サ ー と し て 重 要 な 役 割 を 果 た す と 言 え る 。
ま た 、 筆 者 は 、 シ ス テ ム 制 御 工 学 を 応 用 し て 「 環 境 教 育 J や 「 持 続 可 能 な 発
展 の た め の 教 育 J の 方 法 も 研 究 し て い る 。 今 後 は 、 こ れ ら の 成 果 も 取 り 入 れ つ
つ 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 意 義 を さ ら に 高 め る こ と を 目 指 し て い く 。
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